
作成日：2022 年 11 月 22 日 

島根県立中央病院で診察を受けられる患者さんへ 
 

当院では、以下の研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自身の試料・情報を研究目的に利用さ

れることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

ただし、すでに解析を終了している場合には研究データからあなたの情報を削除できな

い場合がありますので、ご了承ください。 

研究題目 大腸憩室症の手術症例の検討 

研究期間 2022 年 12 月 1日 ～ 2024 年 3月 31 日 

対象患者 2013 年 4 月 1 日～2022 年 10 月 31 日に当院で大腸憩室症により

手術を受けた患者さん 

研究機関の名称 島根県立中央病院 

当院研究責任者 外科・消化器外科 岩﨑 純治 

意義・目的 20 歳以上の大腸憩室症に対する手術成績を明らかにし、今後の治

療方針決定に反映させることを目的とします。大腸憩室症手術に

対する標準術式は決まっておらず、この研究の意義は大きいと考

えます。 

研究内容 

 

電子カルテおよび後利用システムを利用して、「利用する試料・

情報の項目」に示す項目を抽出します。抽出データを基に、患者

背景や周術期成績を評価します。また、緊急手術群と待機手術群、

腹腔鏡群と開腹群などの2群に分けて、背景や成績を比較します。 

利用する試料・情

報の項目 

患者識別コード、性別、年齢、BMI、併存疾患、ASA-PS(米国麻酔

科学会による術前身体状態の分類)、Hinchey 分類（憩室炎の重症

度分類）、血液検査所見、術前診断、手術日、手術術式、手術時

間、出血量、術後合併症、術後在院日数、再発 等 

試料・情報の他機

関への提供有無 

☐あり 

提供方法： 

海外の機関への提供  ☐あり・☐なし 

なし 

個人情報の保護 当院における個人情報保護の基本方針に準じて行います。 

結果の公表 学会発表として公表予定です。 

備考  

******* お問い合わせ先 ******* 

島根県立中央病院 

研究責任者：外科・消化器外科 岩﨑 純治 

主担当者：外科・消化器外科 前本 遼 

電話：0853‐22‐5111 

   ******************************** 


